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1．日的

本学文学部児童教育学科の幼稚園教育実習は、3年次においては5月に1週間の前期実

習を8月末から後期3週間の計2臥4年次においては9月下旬から2週間、本学附属幼

稚園を始め出身園を中心に行われる0もとより教育実習は教諭免許必修科目であり、教育

課程を履修した学生が大学で学修した理論や知識・技能を教育現場で実践し確認すること

のできる集大成とも言える機会である0教育実習が如何に充実するかが、その後の教師と

なることの意欲、使命や責任の重さの自覚に影響する。

本研究は・学生の教育実習に対する意識を明らかにすることで、実習指導を改善するための

示唆を得ようとするものである。

2．対象及び調査項目

調査対象者は、平成29年度幼稚園教育実習履修者84名（3年生49名4年生35名）とし

た0調査時期は、平成29年7月上旬に教育実践研究Ⅱ（事前指導）において質問紙を配付し、

後日提出させた。

調査項目は、実習に対する期待感、心配等である。また、5月に前期実習を終えた3年

生に対しては実習の自己評価を追加して調査し、実習園が行った実習評価表と比較検討し

た。

3．結果及び考察

1）実習に対する期待感

学生の実習に対する期待は図1の通りである。幼児教育は幼児の姿を元に保育が展開さ

れるもので・幼児理解がその基本ある0また学生の多くは子供が好きで幼稚園教諭を目指し

ている者も多い0その事が、幼児理解及び幼児対応といった幼児と触れ合うことが、学生が

実習に対する最も大きな期待となったのであろう0次に、教師を目指す者としての資質向上

が高かった0前年の3年次に小学校実習を履修済の4年生は、幼小の連携を挙げている。ま

た・2割の学生は自己の将来の進路を見定める機会として捉えている学生もいることがわか

り、より充実した教育実習が行われるための指導が求められる。



2）教育実習で学びたいこと

学生が期待する教育実習での学修は、大きく4点に集約された。（表1）
一つ目は・環境構成についての学修である0幼児教育の本質が環境を通しての教育であり、



保育者としての如何に環境構成を整えるかは最大の課題といえる。その意味で学生の関心

が環境構成にあるのは良く理解できる0保育室やホールの物的環境、環境としての保育者の

存在及び主体的な遊びが保証される為の環境と広範囲にわたっての学修を期待している。

二つ目は、幼児理解である。幼児一人一人の発達を的確に把握し、保育のめあて及び内容

が導き出されることから、幼児の姿を捉えるため幼児理解は大事な要素であり、学生の関心

の高い項目である。

三つ目は・保育者と幼児の関わり方である0実習指導担当の担任教諭をはじめ、保育者の

幼児に対する発間がどのような意図に基づいて行われているかである。

四つ目は、幼稚園の社会的役割に関することである○小学校であれば学生の過去経験を遡

ることである程度予想がつく部分もあるであろうが、幼稚園となると自身の記憶は断片的

であり・その記憶は保育者や友達との関わりや遊びに限定されよう。大学の講義等を通じて、

幼稚園における業務や地域・保護者等との連携など教わっているもののイメージしにくい

のがその理由と考えられる0また、小学校実習を履修済の4年生はその違いについて知りた

い学生が多くいた0また、4年生が理論的な事項を取りあげているに比べ、3年生は実践的

な項目を挙げている傾向がある0いずれにしても学生は、教育実習を自己の能力や技能を高

める場と意欲的に考えている。

3）実習に対する不安・心配

学生が、実習に向けて心配・不安と思っていること・を表2にまとめた。

その結果、大きく5つの項目に分類された。



一つ月、ピアノや手遊び等の保育技能についてである。入学時点でピアノができる学生は

多くは無い。その学生たちが幼児や保育者の前で自信を持って伴奏や弾き歌いするのは確

かに難しいものがある。手遊びや絵本読みも模擬保育等で何度か実施しているが、実際に幼

児の前で行うとなると不安に駆られるのは仕方が無いのかも知れない。しかし、十分な準備

をすることで実習経過の中で力が発揮できると思われる。

二つ目は、態度・マナー等の社会人としての礼儀に関する事項である。確かに、巡回指導

で実習園を訪問した際、この点を指摘されることが少なからずある。そのため、事前指導や

関連の授業等でこの点に触れることが多くある。その事が学生のプレッシャーとなって意

識されていると思われる。また、実習先は私立幼稚園が多くその設立母体が宗教関連のため

特別な配慮が必要と考えているようである。更に、実習指導者に迷惑を掛けたくないとの思

いから、先生への声掛けについても不安が挙げられている。

三つ目は、指導案と日誌についてである○指導案については、事前指導の場や保育内容の

指導法などで機会をみて指導した結果、近年実習園から「良く書けてますね」との評価をい

ただくことが多くなっているものの、学生にとっては自身の資質や能力が見透かされるも

のとして判断されるようである。

その他、「何が不安かわからない不安」に代表されるように、学生にとって幼稚園はブラ

ックボックスとなっているようで、その事がに多岐にわたった心配・不安を抱かせている。

この事を踏まえたうえで、学生の心酔不安について講義や個別の指導場面において、取り

除いたり軽減する配慮の必要性があると考える。



4）前期実習の実習園評価と学生の自己評価

表3は・3年生が5月に実施した1週間の前期実習における実習園評価の評価と学生に

よる自己評価の比較である。項目は、総合評価を入れ全部で14項目に分かれている。各項

目の評価は「「とてもよい」から「劣る」までの5段階評価とし、得点化して平均点を算出

した0「環境構成」「保育の計画性」「衛生項全への配慮」については、前期は観察実習が主

なため評価不能として空欄の園が多かっ七ため、今回の考察から除外する。

学生の自己評価が実習園の評価を上回ったのは「積極性」「協調性」「幼児との関わり」「提

出物」「実習中の反省」の5項目であった0学生が、積極的に保育や幼児との関わりを求め

て意識的に活動している自己の姿に対して、実習園では充分と言えないと評価している。こ

のことは、観察実習に対する養成校の考えと実習園の認識のズレがあるのかも知れない。学

生としては観察実習においてできるだけ積極的に動いているつもりであるが、実習園とし

ては積極性や幼児との関わり不足として捉えているのではないかと思われる。

反対に実習園の評価が実習生の評価を上回ったのは「記録の仕方」である。前期の記録の

提出は主に日誌における幼児の実態や保育者の動きの他感想等であるが、これらは前述し

た学びたいことと関連が深い項目であり、それらの課題意識を持って記録しているもこと

によるものと思われる。ただ、実習園が求める日誌記載の仕方や要点が実習園によって異な

るため、それに対応できているかの戸惑いがあるためと思われる。



4．まとめ

以上の分析結果をまとめると以下の通りである。

1・実習への期待感から幼児理解・対応を含め、自己を向上させてくれるものとして、意欲

的に実習に臨んでいる。

2・実習を自己の進路指針として捉えている。

3・実習での学びは、保育者には幼児に応じた声掛け等の適切なかかわり方、幼児にはそ

の言動の意味を学びたいと思っている。

4・実習での心配事は、保育技術の未熟さ、全日指導案の作成、先生への声掛けのタイミ

ング、トラブル対応等と多岐にわたる。

5・前期実習評価では、積極性、協調性、幼児とのかかわり、記録の提出、反省等5項目

で、実習園評価と学生の自己評価に有意な差が見られた。

6・実習に対して、4年生は論理的な学びを、3年生は実践的な学びをイメージしている

傾向が見られた。

学生は、教育実習に対して真面目に課題を持って学びの場として意欲的に取り組もうと

している姿が見られた。その一方で、未知の世界に飛び込んでいくような不安を感じている

姿も見られた。養成校として学生個々の思いを真筆に受け取り事前事後指導に当たらなけ

ればならないとの思いを強くした○また、評価の観点から前期1週間実習の目的と内容のす

りあわせを養成校と実習園で行う必要性を強く感じると同時に、学生の教育実習に対する

真筆な姿勢を実習園に伝え理解を得るための方策を考えていきたい。

（本稿は、平成29年8月7日に行われた、岩手県私立幼稚園・認定こども園連合会主

催、平成29年度第1回教員研修会の講演をまとめたものである。）


